
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
タ
イ
国
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
霜
建
偕
の
場
合
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
田
　
　
　
直
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
一
　
は
し
が
き

　
タ
イ
国
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
最
高
集
成
団
体
と
し
て
の
、
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
に
下
属
す
る
「
七
属
」
と
俗
称

さ
れ
る
地
方
出
身
地
別
の
潮
州
・
客
家
・
広
肇
・
海
南
・
福
建
・
江
浙
・
台
湾
の
諸
会
館
の
う
ち
、
「
泰
国
潮
州
会
館
」
に
つ
い
て

は
、
成
城
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
創
設
五
周
年
記
念
論
文
集
の
う
ち
に
概
観
し
た
が
、
本
稿
で
は
「
泰
国
福
建
会
館
」
に
つ
い

て
、
そ
の
成
立
の
歴
史
的
経
過
、
特
性
、
構
造
、
職
能
等
に
つ
い
て
分
析
概
観
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
二
　
福
建
偕
の
歴
史

　
通
常
、
福
建
聊
と
呼
称
す
る
場
合
は
、
南
部
福
建
の
海
上
商
人
と
し
て
中
国
の
内
外
に
発
展
し
た
泉
州
・
淳
州
両
府
系
の
泉
津
精

を
指
す
が
、
泰
国
福
建
会
館
の
場
合
は
、
一
応
全
福
建
省
を
包
括
し
、
北
部
福
建
の
農
村
行
商
、
都
市
小
商
人
を
主
体
と
す
る
福
州

　
　
　
タ
イ
国
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造
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精
（
福
清
県
・
興
化
県
を
ふ
く
む
）
の
み
な
ら
ず
、
福
建
省
西
北
部
の
長
汀
県
（
客
室
専
住
県
）
・
水
定
県
（
客
家
専
住
県
）
・
詔
安
県
（
混

住
県
）
・
平
和
県
（
混
住
県
）
等
の
客
家
精
の
参
加
を
も
み
て
い
る
。

　
だ
が
、
一
九
六
一
年
度
の
バ
ン
コ
ッ
ク
在
住
の
福
建
会
館
の
会
員
数
合
計
二
八
九
名
の
う
ち
、
泉
津
系
一
八
九
名
、
福
州
系
八

名
、
純
客
県
（
永
定
、
長
訂
）
出
身
者
四
八
名
、
客
家
混
住
県
（
詔
安
・
龍
岩
・
平
和
）
出
身
者
四
三
名
、
台
湾
省
出
身
者
一
名
で
あ
っ

て
、
泉
源
偕
が
依
然
と
し
て
主
体
を
形
成
し
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
の
対
岸
の
ト
ン
ブ
リ
の
会
員
計
八
一
名
に
つ
い
て
み
る
場
合
、
詔
安
出
身
者
六
六
名
、
平
和
出
身
者
二
名
に
対
し
、

泉
津
系
は
一
二
名
、
福
州
系
一
名
で
あ
っ
て
、
客
家
系
支
配
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
現
在
の
名
誉
理
事
長
三
名

　
（
国
会
議
員
一
名
、
ゴ
ム
業
者
一
名
、
錫
鉱
業
者
一
名
）
は
何
れ
も
泉
源
系
で
あ
る
が
、
理
事
長
は
長
汀
出
身
客
家
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
前
掲
の
成
城
大
学
大
学
院
記
念
論
文
集
掲
載
の
第
一
表
（
同
誌
第
六
七
頁
）
に
み
ら
れ
る
通
り
、
タ
イ
国
華
僑
人
口
の
五
六
％
は
潮

州
系
、
客
家
系
一
六
％
、
海
南
系
一
二
％
、
広
肇
系
七
％
、
福
建
系
は
七
％
で
、
最
下
位
の
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
泰
国
福
建

会
館
の
勢
力
が
、
泉
津
系
と
客
家
系
と
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
バ
ン
コ
ッ
ク
と
ト
ン
ブ
リ
の
会
員
（
京
呑
会
員
）
を
合
算
す
る
と
均

衡
的
に
な
っ
て
、
理
事
長
に
客
家
が
選
出
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
理
事
長
は
泰
国
客
属
総
会
の
会
員
で
も
あ
り
、
同
会
の
交
際
、
体
育
副
股
長
等
の
役
職
も
兼
任
し
て
い
る
こ
と

が
、
「
泰
国
華
僑
客
員
総
会
三
十
週
年
記
念
刊
」
等
を
み
る
場
合
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
本
国
に
お
け
る
客
家
の
居
住
地
帯
が
、
福
建
省
か
ら
広
東
省
、
広
西
省
等
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は

客
家
系
そ
れ
自
体
は
、
有
力
な
「
泰
国
華
僑
客
属
総
会
」
を
結
成
す
る
以
外
に
、
潮
州
会
館
や
福
建
会
館
に
も
混
入
し
て
い
る
こ
と

が
、
客
家
系
の
ユ
ニ
ー
ク
な
特
性
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
潮
州
会
館
で
は
、
旧
万
年
豊
勢
力
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
福
建
会
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館
で
は
客
家
系
が
比
較
的
に
優
位
を
占
め
て
い
る
。

　
だ
が
、
な
お
福
建
会
館
の
京
呑
会
員
（
バ
ン
コ
ッ
ク
と
ト
ン
ブ
リ
）
の
合
計
数
三
七
〇
名
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
泉
源
系
は
最
大
多
数

の
一
八
九
名
を
占
め
、
客
家
系
は
混
住
県
を
も
ふ
く
め
て
、
一
五
九
名
、
福
州
系
九
名
で
あ
っ
て
、
ト
ン
ブ
リ
華
僑
の
経
済
的
勢
力

の
低
位
な
こ
と
、
名
誉
理
事
長
の
す
べ
て
が
泉
源
系
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
泰
国
福
建
会
館
の
な
お
泉
源
系
支
配
の
傾
向
は
も

ち
ろ
ん
否
定
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
国
福
建
省
が
山
岳
地
帯
で
あ
っ
て
、
江
西
省
の
省
境
の
武
夷
一
帯
に
は
武
夷
＝
　
j
D
o
h
e
a
,
工
夫
＝
の
o
n
g
o
,
　
鉄
観
音
等
の
名

茶
の
産
地
と
し
て
す
ぐ
れ
る
以
外
は
、
専
ら
海
上
貿
易
に
よ
っ
て
、
生
業
を
た
て
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
早
く
か
ら
海
上
商
人

型
資
本
と
し
て
の
発
達
を
み
て
い
た
。
戦
前
で
は
本
国
各
開
港
市
場
に
進
出
す
る
以
外
に
、
鎖
国
政
策
を
採
用
し
て
い
た
明
代
に
お

い
て
も
、
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
か
ら
福
建
商
人
の
東
西
南
洋
へ
の
出
資
貿
易
が
認
め
ら
れ
て
い
た
し
、
清
代
で
も
広
州
が
外
国

貿
易
の
独
占
港
で
は
あ
っ
た
が
、
雍
正
五
年
（
一
七
二
七
）
に
は
、
福
建
総
督
高
其
倬
は
、
厦
門
洋
行
を
設
立
せ
し
め
て
、
緑
頭
船

の
南
洋
へ
の
出
府
貿
易
を
許
可
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
例
外
的
に
ア
カ
プ
ル
コ
か
ら
マ
ニ
ラ
ヘ
の
ス
ぺ
イ
ン
船
の
ガ
レ
オ
ン
（
呂
宋
甲
板
船
）
貿
易
は
、
と
く
に
厦
門
で
の
貿
易

が
公
許
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
長
崎
貿
易
に
従
事
し
た
清
国
の
官
船
、
民
間
の
額
商
船
の
船
主
の
多
く
も
厦
門
商
人
で
あ
り
、
ま

た
広
州
の
十
三
洋
行
（
公
行
）
商
人
の
十
中
八
九
も
ま
た
厦
門
商
人
で
あ
っ
た
。

　
十
九
世
紀
初
頭
に
お
よ
ん
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
「
中
国
貿
易
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
ス
ぺ
イ
ン
人
の
み
が
広
州
以
外

に
例
外
的
に
厦
門
で
の
貿
易
の
特
権
を
保
有
し
、
名
目
的
な
も
の
に
近
く
な
っ
て
い
た
が
、
な
お
行
使
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
特
記
し

て
い
る
。
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右
の
海
外
へ
の
出
海
貿
易
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
開
国
に
よ
り
、
国
内
の
主
要
開
港
市
場
へ
の
進
出
も
開
始
さ
れ
、

福
建
会
館
の
設
立
を
み
て
い
た
開
港
都
市
と
し
て
は
、
中
国
の
海
関
報
告
等
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
う
る
。

　
　
膠
州
　
　
天
津
　
　
牛
荘
　
　
営
口

　
　
芝
罘
　
　
重
慶
　
　
宜
昌
　
　
沙
市

　
　
漢
口
　
　
南
京
　
　
鎮
圧
　
　
寧
波

　
　
九
圧
　
　
汕
頭
　
　
広
州
　
　
瓊
州

　
　
台
南
　
　
台
北

　
こ
れ
ら
の
諸
開
港
都
市
の
上
位
商
人
団
体
と
し
て
福
建
精
の
飛
躍
を
み
て
い
た
。
今
日
の
海
外
で
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
ラ
ッ

カ
・
ペ
ナ
ン
・
マ
ニ
ラ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ス
マ
ラ
ン
等
に
お
い
て
も
、
福
建
系
は
人
口
数
的
に
、
経
済
的
に
も
最
高
位
を
占
め
て
い

る
。
だ
が
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
、
開
港
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
潮
州
叛
の
圧
倒
的
勢
力
の
も
と
に
下
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
右
は
ト

ン
ブ
リ
王
朝
の
潮
州
澄
海
県
人
鄭
信
（
国
王
名
は
鄭
昭
）
支
配
の
時
期
に
、
潮
州
人
が
大
拠
し
て
タ
イ
国
に
移
住
し
た
影
響
に
よ
る
も

の
と
理
解
さ
れ
る
。

　
今
日
の
バ
ン
コ
ッ
ク
で
、
福
建
系
が
マ
ニ
ラ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ス
マ
ラ
ン
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
等
の
開
港
都
市
で
支
配
的
地
位
を
占

め
な
が
ら
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
地
位
に
い
か
に
お
か
れ
て
い
る
か
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
華
僑
社
会
の
最
高
集
成
団
体
で
あ
る
「
泰
国

中
華
総
商
会
」
の
計
五
〇
名
の
主
席
以
下
の
役
員
中
、
僅
か
に
二
名
を
占
め
る
の
み
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
一
名
は
長
汀
出
身
の

客
家
で
あ
り
、
他
の
一
名
が
泉
州
晋
江
県
出
身
の
新
聞
経
営
者
で
あ
っ
て
、
福
建
泉
源
精
の
海
上
商
人
資
本
と
し
て
の
勢
力
は
み
る

べ
き
も
の
が
な
い
。
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「
泰
国
中
華
総
商
会
」
の
現
在
の
主
席
は
、
潮
州
澄
海
県
出
身
者
で
あ
り
、
副
主
席
二
名
の
う
ち
、
一
名
は
潮
州
恵
来
県
出
身
、

他
の
一
名
は
嘉
応
州
梅
県
出
身
の
客
家
で
あ
る
。
役
員
総
数
の
う
ち
、
潮
州
の
韓
江
流
域
の
海
澄
饒
系
一
五
名
、
榕
江
流
域
の
潮
掲

普
系
一
三
名
、
恵
来
出
身
一
名
で
潮
州
聊
が
過
半
数
を
占
め
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
客
家
系
六
名
、
広
肇
系
四
名
、
海
南
系
三
名
、

福
建
系
二
名
、
台
湾
系
二
名
、
江
浙
系
一
名
、
潮
州
系
で
は
あ
る
が
、
出
身
県
不
明
の
も
の
三
名
、
計
五
〇
名
で
あ
っ
て
、
潮
州
系

は
計
三
二
名
で
、
そ
の
圧
倒
的
支
配
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
後
節
に
述
べ
る
通
り
、
タ
イ
国
に
お
け
る
福
建
系
の
経
済
的
活
動
は
バ
ン
コ
ッ
ク
よ
り
も
、
マ
レ
イ
シ
ア
に
近
接
す
る
南
タ
イ
の

錫
鉱
業
と
ゴ
ム
裁
培
業
に
お
い
て
、
勢
力
基
盤
を
保
持
し
て
い
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
海
上
商
人
と
し
て
の
福
建
偕
の
海
外
進
出
は
、
中
世
ア
ラ
ビ
ア
商
人
が
福
建
省
の
泉
州
（
刺
桐
城
＝
Z
a
y
t
o
n
）
に

来
航
貿
易
を
み
る
と
と
も
に
、
か
な
り
早
く
か
ら
開
始
を
み
て
い
た
が
、
タ
イ
国
渡
来
の
起
源
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
現
在
の
バ

ン
コ
ッ
ク
王
朝
が
開
始
し
て
か
ら
、
バ
ン
コ
ッ
ク
に
同
治
十
年
（
西
広
一
八
七
一
年
、
仏
広
二
四
一
五
年
）
福
建
商
人
達
は
順
興
官
を
建

て
、
廓
内
に
福
建
公
所
を
併
設
し
た
の
が
、
福
建
会
館
の
前
身
と
な
っ
た
。
そ
の
後
清
末
ご
ろ
蕭
仏
成
（
マ
ラ
ッ
カ
華
僑
）
ら
が
バ
ン

コ
ッ
ク
に
渡
来
し
て
、
福
建
公
所
を
改
組
し
て
、
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
元
旦
福
建
会
館
の
正
式
成
立
を
み
た
。
会
館
の
住
址
は
五

遷
し
て
、
一
九
六
九
年
に
現
在
の
ロ
ソ
・
ム
ア
ン
五
路
に
設
置
さ
れ
、
同
時
に
別
に
仏
統
府
に
新
山
荘
（
墓
地
）
が
開
設
さ
れ
た
。

本
聊
系
の
学
校
と
し
て
は
、
一
九
一
二
年
に
は
培
元
学
校
、
一
九
六
一
年
に
は
、
中
心
公
学
を
併
設
し
て
い
る
。
培
元
学
校
は
バ
ン

コ
ッ
ク
唯
一
の
華
文
義
務
学
校
で
あ
っ
て
、
同
時
に
タ
イ
語
教
育
に
も
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
。
中
心
公
学
は
貧
寒
の
学
生
の
た
め
の

特
別
優
待
教
育
を
主
旨
と
し
て
い
る
。
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三
　
福
建
会
館
の
構
造
と
職
能

　
そ
の
構
造
＝
前
述
の
通
り
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
福
建
精
は
潮
州
精
と
客
家
精
に
引
き
離
さ
れ
て
、
そ
の
人
口
数
も
全
タ
イ
で
三
〇

万
余
（
タ
イ
国
華
僑
人
口
総
数
、
国
府
統
計
一
九
六
六
年
度
推
計
三
、
七
九
九
、
〇
〇
〇
人
）
と
み
ら
れ
、
各
地
、
こ
と
に
南
タ
イ
方
面
に
集

中
し
て
い
る
。

　
会
館
設
立
当
初
の
会
員
数
は
数
十
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
六
一
年
度
で
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
・
ト
ン
ブ
リ
以
外
の
諸
地
方
を

も
ふ
く
め
て
計
一
、
二
六
一
名
を
算
し
て
い
る
。
そ
の
会
員
を
個
人
と
商
号
に
分
類
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
個
人
普
通
会
員
　
　
一
、
〇
二
二
名
　
　
個
人
永
遠
会
員
　
　
　
　
九
六
名

　
商
号
普
通
会
員
　
　
　
　
一
〇
六
名
　
　
商
号
永
遠
会
員
　
　
　
　
二
六
名

　
賛
助
会
員
　
　
　
　
　
　
　
一
一
名
　
　
計
　
　
　
　
　
　
一
、
二
六
一
名

　
一
九
五
二
年
度
は
九
一
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
六
一
年
度
で
は
、
一
、
二
六
一
名
へ
と
上
昇
を
み
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、

設
立
当
初
は
い
わ
ゆ
る
置
門
商
人
と
し
て
の
泉
淳
精
に
限
ら
れ
て
い
た
の
が
、
漸
次
福
建
省
北
部
の
福
州
精
と
北
部
の
客
家
精
を
も

ふ
く
む
全
福
建
省
団
体
へ
と
転
換
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
六
一
年
度
の
会
員
の
出
身
地
別

統
計
で
は
、
次
の
通
り
泉
淳
以
外
の
も
の
が
、
多
数
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
詔
安
（
福
客
混
住
県
）
二
二
三
名
　
　
古
田
（
福
州
）
一
七
〇
名

　
南
安
（
泉
州
）
　
　
　
一
三
八
名
　
　
福
州
（
府
城
）
　
九
九
名

　
同
安
（
泉
州
）
　
　
　
　
八
七
名
　
　
安
渓
（
泉
州
）
　
八
二
名
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竜
岩
（
混
生
県
）
　
　
　
六
〇
名
　
　
南
靖
（
浮
州
）
　
五
〇
名

　
海
澄
（
浮
州
）
　
　
　
　
四
六
名
　
　
晋
江
（
泉
州
）
　
四
二
名

　
永
春
（
泉
州
）
　
　
　
　
三
九
名
　
　
厦
門
（
泉
州
）
　
三
六
名

　
永
定
（
客
家
）
　
　
　
　
三
二
名
　
　
恵
安
（
泉
州
）
　
二
六
名

　
荒
田
（
福
州
）
　
　
　
　
二
二
名
　
　
金
門
（
泉
州
）
　
二
〇
名

　
平
和
（
混
住
県
）
　
　
　
一
五
名
　
　
竜
渓
（
浮
州
）
　
一
五
名

　
閔
清
（
福
州
）
　
　
　
　
　
九
名
　
　
雲
質
（
浮
州
）
　
一
四
名

　
福
清
（
福
州
）
　
　
　
　
　
四
名
　
　
長
汀
（
客
家
）
　
　
八
名

　
平
潭
（
福
州
）
　
　
　
　
　
二
名
　
　
永
泰
（
福
州
）
　
　
三
名

　
源
浦
（
浮
州
）
　
　
　
　
　
一
名
　
　
台
湾
　
　
　
　
　
　
二
名

　
長
楽
（
福
州
）
　
　
　
　
　
一
名
　
　
仙
遊
（
泉
州
）
　
　
一
名

　
外
省
賛
助
会
員
　
　
　
一
一
名
　
　
出
身
地
不
明
　
　
三
名

　
　
総
計
　
　
　
　
一
、
二
六
一
名
（
一
九
六
一
年
二
月
六
日
現
在
）

　
右
の
う
ち
、
泉
源
系
六
〇
五
名
で
、
半
数
を
や
や
下
ま
わ
り
、
客
家
系
（
混
住
県
を
ふ
く
む
）
三
三
八
名
、
福
州
系
三
一
〇
名
、
そ

の
他
一
六
名
で
、
泉
源
系
以
外
の
会
員
数
が
、
泉
源
系
の
そ
れ
を
上
ま
わ
る
点
で
、
福
建
の
全
省
的
構
造
が
、
潮
州
会
館
の
全
潮
州

性
が
名
目
的
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
と
は
相
違
し
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
の
福
建
会
館
の
全
省
的
構
造
が
単
に
名
目
的
な
も
の
で
な
く
、
泉
源
県
（
旧
称
、
福
建
精
）
以
外
に
、
福
州
鞘
と
客
家

－101－



偕
を
包
括
す
る
実
体
を
保
持
し
て
い
る
以
外
に
、
同
郷
団
体
の
下
部
構
造
と
し
て
の
姓
氏
団
体
に
関
し
て
も
、
小
姓
分
散
化
の
傾
向

の
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
は
マ
レ
イ
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
島
の
泉
源
系
の
五
大
姓
（
陳
・
林
・
邱
・
楊
・
謝
）
が
集
っ
て
、
福
建
公
司
を
組
織
す
る
ご
と
き

大
性
聚
居
の
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
福
建
会
館
も
ペ
ナ
ン
の
場
合
と
同
様
大
姓
の
結
集
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
新
嘉
坡
福
建
会
館
会
員
録
、
一
九

六
四
年
三
月
一
日
印
Ｌ
に
よ
れ
ば
、
陳
姓
四
〇
四
名
、
林
姓
二
四
六
名
、
黄
姓
一
九
○
名
、
王
姓
一
五
三
名
、
張
姓
一
四
八
名
、
李

姓
一
〇
八
名
、
劉
姓
七
四
名
、
呉
姓
七
三
名
等
一
、
四
〇
〇
名
で
全
会
員
二
、
五
四
三
名
（
一
九
六
四
年
三
月
現
在
）
の
大
半
を
占
め

て
い
る
。
マ
レ
イ
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
福
建
会
館
に
つ
い
て
も
、
「
雪
蘭
莪
福
建
会
館
会
員
一
覧
表
、
吉
隆
坡
、
一
九
六

四
年
三
月
十
五
日
印
」
に
よ
れ
ば
、
陳
姓
三
〇
七
名
、
林
姓
三
〇
六
名
、
劉
姓
二
三
七
名
、
黄
姓
二
〇
八
名
、
葉
姓
一
九
一
名
、
李

姓
一
二
一
名
、
王
姓
八
九
名
等
一
、
五
五
七
名
で
、
全
会
員
数
二
、
三
八
七
名
の
六
五
・
二
％
を
占
め
（
一
九
六
四
年
三
月
現
在
）
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
如
上
、
ペ
ナ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
福

建
会
館
の
場
合
は
大
姓
の
集
団
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
福
建
会
館
に
つ
い
て
は
、
安
渓
出
身
の
王
姓
四
三
名
と
、
客
家
の
詔
安
出
身
の
沈
姓
四
〇
名
（
以
上
両
姓

ト
ン
ブ
リ
の
分
を
も
ふ
く
む
）
の
集
居
が
目
立
つ
程
度
で
、
そ
の
ほ
か
に
は
大
姓
集
居
の
傾
向
稀
薄
で
、
全
省
的
、
分
散
的
性
格
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
「
泰
国
福
建
会
館
第
四
十
一
届
理
監
事
名
録
」
に
よ
れ
ば
、
同
会
館
の
役
員
二
元
名
の
う
ち
、
理
事
長
は
汀
州
客

家
で
あ
り
、
理
事
の
う
ち
に
は
永
定
客
家
一
名
、
監
事
七
名
の
う
ち
に
は
、
竜
岩
と
詔
安
の
客
家
各
一
名
が
参
加
し
て
い
る
。
し
か

も
、
最
上
位
集
成
団
体
の
泰
国
中
華
総
商
会
の
役
員
五
〇
名
の
う
ち
同
会
館
が
会
董
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
二
名
は
、
汀
州
客
家
の
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理
事
長
と
、
、
永
定
客
家
の
理
事
の
二
名
で
あ
っ
て
、
同
会
館
の
主
体
を
構
成
す
る
と
み
ら
れ
る
泉
源
系
か
ら
の
代
表
派
遣
を
み
て

い
な
い
。
こ
の
点
、
き
わ
め
て
変
則
的
な
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。

　
右
の
理
由
と
し
て
は
、
泰
国
中
華
総
商
会
に
お
け
る
客
家
の
比
重
が
潮
州
系
に
つ
い
で
大
き
く
、
同
会
の
副
主
席
一
名
は
常
に
客

家
で
あ
り
、
合
計
六
名
の
会
董
の
参
加
を
み
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
総
商
会
に
お
け
る
政
治
的
発
言
力
を
強
化
す
る
た
め
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
泉
源
系
が
と
く
に
客
家
系
と
連
携
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る
。
理
事
長
と
理
事
一
名
の
客
家

は
、
福
建
会
館
の
ほ
か
に
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
「
泰
国
華
僑
客
属
総
会
」
の
役
員
に
も
参
加
し
、
福
客
連
合
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

が
成
立
し
て
い
る
。
既
住
に
マ
レ
イ
シ
ア
の
ペ
ラ
州
の
錫
鉱
区
を
め
ぐ
っ
て
、
広
府
系
四
邑
の
義
興
公
司
と
、
客
家
の
海
山
公
司
と

の
間
に
、
一
八
六
二
年
か
ら
一
八
七
二
年
に
わ
た
る
械
斗
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
海
山
が
ペ
ナ
ン
の
閔
南
泉
州
五
県
人
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
、
客
家
の
鄭
景
貴
を
首
領
と
し
て
い
た
大
伯
公
会
＝
i
o
k
o
n
g

S
o
c
i
e
t
y
(
T
o
P
e
k
K
o
n
g
）
の
援
助
を
う
け
、
福

客
連
合
で
、
広
府
系
に
対
抗
し
た
と
と
が
想
起
さ
れ
る
。

　
な
お
、
泰
国
福
建
会
館
の
会
員
総
数
一
、
二
六
一
名
の
う
ち
、
バ
ン
コ
ッ
ク
在
住
の
も
の
は
、
三
一
〇
名
、
対
岸
の
ト
ン
ブ
リ
在

住
の
も
の
は
一
八
名
で
あ
っ
て
、
会
員
総
数
の
三
一
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
で
、
三
分
の
二
余
は
、
マ
レ
イ
シ
ア
に
隣
接
す
る
ゴ
ム
・

錫
の
産
地
の
南
タ
イ
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
広
肇
・
江
浙
・
台
湾
系
が
バ
ン
コ
ッ
ク
に
集
中
し
、
潮
州
・
客
家
・
海
南
系
が

各
地
に
分
散
し
て
い
る
傾
向
と
対
照
的
で
あ
る
。
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
福
建
会
館
の
案
外
低
位
で
あ
る
こ
と
を
反
映
せ
し
め
て
い

る
。

　
そ
の
職
能
＝
本
会
館
の
職
能
は
、
他
の
諸
会
館
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
て
、
同
会
館
章
程
第
三
条
の
「
宗
旨
」
に
よ
れ
ば
、
「
本

会
の
宗
旨
は
、
感
情
を
連
絡
し
、
智
識
を
交
換
し
、
社
会
に
動
助
し
、
地
産
を
購
置
し
、
館
地
お
よ
び
校
舎
を
建
設
し
て
、
会
務
を
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発
展
し
、
教
育
を
振
興
し
、
体
育
運
動
を
発
揚
し
、
会
員
間
の
婚
喪
嘉
慶
、
お
よ
び
そ
の
他
の
福
利
を
互
相
協
助
し
、
福
属
一
切
の

公
産
、
墳
墓
、
お
よ
び
そ
の
他
慈
善
機
関
の
公
産
等
を
管
理
し
、
政
治
に
は
あ
づ
か
り
関
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。
」
と
あ
っ
て
、
泰

国
中
華
総
商
会
に
直
接
下
属
し
て
い
て
も
、
経
済
的
団
体
で
も
政
治
的
党
派
で
も
な
く
、
完
全
な
同
郷
の
相
互
扶
助
の
社
会
的
団
体

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
会
館
は
あ
く
ま
で
も
、
同
郷
人
の
た
め
の
公
的
機
関
で
あ
っ
て
、
た
と
え
解
散
の
事
態
に
立

ち
い
た
っ
て
も
、
一
切
の
財
産
か
ら
債
務
を
完
済
し
て
、
残
余
の
分
は
大
会
の
議
決
に
よ
っ
て
、
法
定
の
何
ら
か
の
慈
善
機
関
に
寄

付
す
る
こ
と
と
し
、
私
的
分
割
は
禁
止
さ
れ
（
章
程
第
二
十
三
条
）
、
そ
こ
で
は
、
集
団
主
義
的
な
公
共
性
が
尊
重
さ
れ
る
。

　
教
育
機
関
と
し
て
は
、
一
九
一
四
年
華
文
教
育
の
四
年
生
初
級
小
学
の
培
元
学
校
が
設
立
さ
れ
、
福
建
人
を
校
長
と
し
、
十
余
人

の
教
員
を
も
っ
て
同
郷
子
女
の
た
め
の
学
費
を
徴
収
し
な
い
義
務
教
育
を
実
施
し
て
い
た
が
、
一
九
三
二
年
の
不
況
に
影
響
さ
れ

て
、
華
僑
社
会
唯
一
の
義
務
学
校
の
閉
鎖
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
戦
後
一
九
五
二
年
に
お
よ
ん
で
、
華
校
に
対
す
る
取
締
は
き

び
し
さ
を
加
え
て
い
た
が
、
福
建
会
館
内
に
「
中
心
公
学
」
（
四
年
生
初
級
小
学
）
が
設
立
さ
れ
、
一
九
五
七
年
に
は
学
生
千
余
名
を

収
容
し
え
ら
れ
る
校
舎
を
挽
読
通
路
に
建
設
し
た
。
同
年
度
の
学
生
数
は
五
六
〇
名
で
教
師
二
四
名
と
な
り
、
各
科
目
と
も
中
泰
文

両
語
教
育
を
併
行
的
に
採
用
し
て
い
る
。

　
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
華
僑
に
は
普
遍
的
に
混
成
宗
教
（
道
・
儒
・
仏
）
が
支
配
し
て
い
る
が
、
広
肇
系
が
関
帝
（
武
帝
）
、
客
家
が

本
頭
公
、
海
南
系
が
水
尾
聖
娘
等
を
中
央
神
と
し
て
祭
る
の
に
対
し
て
、
福
建
系
は
航
海
安
全
の
保
護
神
と
し
て
の
天
后
聖
母
を
中

央
神
と
し
て
祭
祀
す
る
。
バ
ン
コ
ッ
ク
に
は
か
つ
て
四
つ
の
天
后
聖
母
廟
が
あ
っ
た
が
、
戦
火
の
た
め
現
存
す
る
の
は
、
順
興
宮

（
清
水
祖
師
）
と
福
蓮
宮
（
天
后
聖
母
）
と
な
り
、
一
九
四
九
年
に
潮
州
系
と
協
同
し
て
サ
ン
ペ
ン
街
に
福
興
宮
（
天
后
聖
母
）
を
再
建
し

て
い
る
。
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墓
地
（
山
荘
）
と
し
て
は
、
シ
ー
ロ
ム
路
に
、
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
に
関
山
亭
を
創
設
し
て
、
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
泰

国
福
建
会
館
の
設
立
は
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
同
治
一
〇
年
（
一
八
七
二
）
順
興
官
内
に

福
建
公
所
が
創
設
さ
れ
て
い
た
。
順
興
官
の
創
建
の
時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
え
な
い
が
、
同
郷
祭
葬
の
事
宜
が
公
所
・
会
館
の
成
立

に
先
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
華
僑
社
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
会
館
は
こ
れ
ら
廟
産
・
山
荘
の
管
理
委
員
会
を
組
織
し
て
、
そ
の
保
全
を
遺
憾
な
か
ら
し
め
て
い
る
。
泰
国
福
建
会
館
は
、
他
籾

の
潮
州
・
広
肇
・
海
南
系
の
ご
と
く
医
院
の
特
設
を
み
て
い
な
い
。
潮
・
客
・
広
・
福
各
偕
の
合
同
設
立
に
よ
り
、
今
日
で
は
広
東

省
系
の
色
彩
の
濃
い
三
角
路
の
天
華
医
院
（
一
九
〇
三
年
設
立
）
が
、
そ
の
不
備
を
補
完
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
天
華
医
院
創

立
者
６
名
の
う
ち
に
は
、
タ
イ
籍
華
僑
で
、
候
爵
の
地
位
を
え
た
福
建
省
厦
門
出
身
の
劉
明
成
行
の
劉
聰
敏
（
船
務
公
司
、
米
業
経
営
）

が
参
加
し
て
い
る
。
同
医
院
の
一
九
五
三
－
四
年
度
の
董
事
二
一
名
の
偕
別
は
、
潮
州
系
７
名
、
客
家
系
４
名
、
広
肇
系
３
名
、
海

南
系
３
名
、
福
建
系
２
名
、
江
浙
系
１
名
、
台
湾
系
１
名
で
あ
っ
て
、
天
華
ブ
ロ
ッ
ク
は
全
僑
性
で
は
あ
る
が
、
な
お
広
東
省
系
が

支
配
的
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
医
院
、
山
荘
を
経
営
す
る
「
華
僑
報
徳
善
堂
」
が
あ
る
が
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
報
徳
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
体

は
、
潮
州
六
属
系
を
主
体
と
し
て
成
立
し
た
が
、
最
近
年
は
全
僑
性
を
高
め
、
客
家
系
、
広
肇
系
、
海
南
系
、
台
湾
系
も
一
Ｉ
二
名

の
参
加
も
み
て
い
る
が
、
一
九
七
一
年
度
の
役
員
一
六
名
の
う
ち
、
一
一
名
は
潮
州
系
で
占
め
ら
れ
、
福
建
系
か
ら
は
、
福
建
会
館

理
事
長
の
長
汀
客
家
一
名
が
参
加
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
ご
と
く
泰
国
中
華
総
商
会
へ
の
福
建
会
館
代
表
と

し
て
二
名
の
客
家
を
派
遣
し
い
る
こ
と
と
共
通
し
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
客
家
の
政
治
的
発
言
力
が
つ
よ
く
、
純
福
建
系
は
宗
旨
に
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
政
治
的
無
関
心
性
の
立
場
を
と
っ
て
、
そ
の
表
面
化
を
回
避
し
て
い
る
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
タ
イ
国
の
泉
淳
系
が
タ
イ
化
の
方
向
を
と
り
、
本
会
館
の
筆
頭
名
誉
理
事
長
は
パ
ヤ
マ
ン
ラ
セ
ウ
エ
イ
（
披
耶
曼
那
哇
訪
社
威
、
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福
建
省
淳
州
府
海
澄
県
出
身
）
で
、
タ
イ
国
国
会
議
員
で
あ
り
、
さ
ら
に
後
述
す
る
ご
と
く
、
泉
淳
系
に
は
正
式
タ
イ
籍
民
と
し
て
、

官
府
・
軍
人
層
へ
進
出
し
て
い
る
も
の
も
少
く
な
く
、
タ
イ
国
の
法
律
を
遵
守
し
、
タ
イ
国
政
府
擁
護
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
は
本
会
館
第
二
位
名
誉
理
事
長
、
蘇
廷
芳
（
福
建
省
泉
州
府
晋
江
県
出
身
）
が
、
本
会
館
記
念
刊
の
序
の
う
・
ち
に
も
力
説

し
て
い
る
。

　
上
述
す
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
本
会
館
の
職
能
は
、
専
ら
教
育
・
祭
祀
・
葬
墓
等
を
専
管
す
る
社
会
的
側
面
に
の
み
限
ら
れ
る
も

の
と
み
ら
れ
る
が
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
て
も
、
南
タ
イ
で
ゴ
ム
・
錫
の
二
大
特
産
品
の
ほ
か
、
漁
業
・
農

芸
・
食
料
品
工
業
・
五
金
・
貿
易
に
従
事
す
る
も
の
が
、
三
〇
万
人
見
当
集
中
し
て
お
り
、
社
会
的
諸
事
業
以
外
に
、
政
治
的
・
経

済
的
職
能
に
つ
い
て
も
、
会
館
が
重
な
要
役
割
を
果
す
場
合
の
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
そ
れ
に
関
連
し
て
タ
イ
国
、
こ
と
に
南
タ
イ
に
お
け
る
福
建
帑
経
済
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
四
　
タ
イ
に
お
け
る
福
建
偕
経
済

　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
を
福
建
経
済
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
潮
州
精
に
お
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
だ
が
、

南
タ
イ
に
お
け
る
錫
・
ゴ
ム
業
は
福
建
精
の
掌
中
に
属
し
、
泰
国
福
建
会
館
の
役
員
名
簿
に
よ
れ
ば
、
名
誉
理
事
長
の
蘇
根
性
（
同

安
県
、
信
泰
錫
膠
有
限
公
司
）
、
名
誉
理
事
長
蘇
活
芳
（
晋
江
県
・
和
盛
桟
（
ゴ
ム
）
有
限
公
司
）
、
常
務
理
事
蘇
国
世
（
同
安
県
、
和
盛
桟
有

限
公
司
）
等
の
泉
州
出
身
者
の
何
れ
も
は
、
錫
・
ゴ
ム
業
に
関
連
し
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
そ
れ
自
体
に
お
け
る
福
建
偕
の
目
立
っ
た
事
業
と
し
て
は
、
茶
行
（
茶
商
）
で
あ
っ
て
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
茶
商
会
の

理
事
長
一
名
が
潮
州
饒
平
県
出
身
で
あ
る
以
外
は
、
何
れ
も
泉
州
府
出
身
者
で
あ
り
、
同
会
役
員
一
二
名
の
う
ち
、
安
渓
県
出
身
の
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王
姓
が
副
理
事
長
以
下
五
名
を
占
め
て
い
る
。

　
福
建
省
は
山
岳
地
帯
多
く
、
農
業
の
発
達
を
み
な
い
で
、
出
海
貿
易
を
生
業
と
し
て
い
た
が
、
茶
の
栽
培
は
盛
ん
で
あ
っ
て
、
こ

と
に
福
建
省
東
南
部
の
安
渓
県
は
地
勢
、
気
候
、
土
壌
が
茶
樹
の
栽
培
の
最
適
の
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
、
武
夷
山
九
十
九
岩
の
う

ち
、
安
渓
南
岩
の
「
鉄
観
音
」
は
名
茶
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
茶
の
厦
門
語
の
発
音
は
H
a
y
で
あ
っ
て
、
H
e
Q
の
語
源
と
も
な

っ
た
。
鉄
観
音
の
ほ
か
、
工
夫
＝
の
o
n
g
o
,
小
種
＝
∽
o
u
訃
o
n
g
等
が
上
質
茶
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
主
要
輸
出
品

目
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
、
本
国
と
の
貿
易
の
自
由
喪
失
と
と
も
に
、
福
建
茶
の
輸
入
は
困
難
と
な
っ
て
、
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
・
雲
南
方
面
か
ら
輸
入

す
る
程
度
で
あ
っ
て
、
バ
ン
コ
ッ
ク
茶
業
の
後
退
を
み
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
茶
商
に
、
安
渓
県
出
身
の
王
姓
の
多
い
こ
と
は
、
南
岩
鉄
観
音
の
産
地
の
安
渓
県
西
南
蕘
陽
郷
に
王
姓
集
居
を
み
て

い
る
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
泉
源
精
の
典
型
的
な
海
上
商
人
と
し
て
の
貿
易
商
と
し
て
目
立
っ
た
も
の
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
み
い

だ
さ
れ
な
い
。
同
じ
く
海
上
商
人
の
福
悋
の
潮
州
万
年
豊
六
属
の
勢
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
結
果
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
の
ソ
ン
ワ
・
ロ
ー
ド
に
あ
る
か
つ
て
の
呑
助
汕
郊
、
現
在
名
バ
ン
コ
ッ
ク
泰
華
進
出
口
商
会
の
役
員
は
、
潮
州
六
属

で
占
め
ら
れ
、
泉
源
偕
の
少
数
の
貿
易
商
も
存
在
す
る
が
、
独
自
の
同
業
組
合
を
組
織
す
る
ま
で
に
は
お
よ
ん
で
い
な
い
。
泉
源
聊

で
独
自
の
同
業
組
合
を
組
織
す
る
も
の
は
、
前
述
の
「
茶
庭
公
会
」
あ
る
の
み
で
あ
る
。
他
は
、
出
入
口
公
司
・
珠
宝
行
・
薬
行
・

脚
車
行
・
鋼
鉄
行
・
汽
船
会
社
・
銀
行
経
理
等
が
分
散
的
に
み
い
だ
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
南
タ
イ
に
お
け
る
福
建
経
済
と
呉
陽
＝
タ
イ
国
に
お
け
る
福
建
系
概
算
三
〇
万
人
見
当
の
人
口
は
、
南
タ
イ
に
集
中
し
て
い
て
、

ゴ
ム
栽
培
、
錫
鉱
業
に
従
事
す
る
も
の
が
少
く
な
い
。
米
・
錫
・
ゴ
ム
・
チ
ー
ク
材
は
、
タ
イ
国
の
四
大
輸
出
品
目
で
あ
る
が
、
そ
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の
う
・
ち
、
錫
・
ゴ
ム
の
開
発
は
福
建
の
泉
浮
偕
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
錫
の
開
発
は
西
欧
資
本
よ
り
も
泉
浮
拶
の
先
鞭

に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
マ
レ
イ
シ
ア
に
隣
接
す
る
南
タ
イ
の
開
発
に
先
鞭
し
た
の
は
、
福
建
省
浮
州
府
西
興
村
人
の
「
長
陽
」
で
あ
っ
て
、
一
七
五
〇
年

に
宋
干
に
渡
来
し
、
ト
ン
ブ
リ
王
朝
鄭
信
支
配
の
時
期
の
一
七
七
五
年
宋
申
の
城
尹
に
封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
長
陽
の
子
孫
は
八
世
代

に
わ
た
っ
て
、
一
九
〇
五
年
ま
で
コ
一
九
年
間
宋
干
城
尹
を
歴
任
し
た
。

　
一
七
六
九
年
国
王
鄭
信
の
南
征
に
際
し
、
呉
陽
は
そ
の
全
財
産
を
献
納
し
て
、
四
島
五
島
の
燕
窩
収
税
吏
に
封
ぜ
ら
れ
、
毎
年
ア

ヘ
ン
五
〇
斤
の
納
付
に
よ
っ
て
、
フ
ア
ー
マ
ー
（
収
税
請
負
人
）
の
地
位
を
確
保
し
た
。

　
一
七
七
五
年
燕
窩
税
を
国
王
に
納
付
し
て
、
地
方
首
長
と
し
て
抜
躍
さ
れ
、
宋
干
城
尹
と
な
り
、
城
内
の
錫
税
等
の
税
収
を
管
理

し
た
。
一
七
八
二
年
ト
ン
ブ
リ
王
朝
が
、
現
在
の
バ
ン
コ
ッ
ク
王
朝
に
交
代
し
て
か
ら
も
、
長
陽
（
一
七
八
四
年
没
）
の
長
子
、
文
輝

が
二
六
才
で
宋
干
城
尹
の
地
位
を
つ
い
だ
。

　
当
時
は
南
部
の
マ
レ
イ
シ
ア
側
の
マ
レ
イ
人
、
西
部
の
ビ
ル
マ
側
と
の
国
境
紛
争
、
イ
ン
ド
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
と
の
紛
争
も
絶
え

な
か
っ
た
が
、
文
輝
は
こ
れ
ら
の
紛
争
に
バ
ン
コ
ッ
ク
王
朝
に
協
力
し
、
宋
申
は
一
等
城
と
な
り
、
京
師
に
直
属
し
、
サ
イ
ブ
リ
・

パ
タ
ニ
・
ト
レ
ン
ガ
ヌ
の
三
城
も
ソ
ン
カ
イ
の
管
轄
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
八
一
二
年
文
輝
が
死
亡
し
て
後
、
甥
の
天
鐘
が
つ
ぎ
、
ビ
ル
マ
軍
の
侵
攻
に
対
し
、
軍
功
少
く
な
か
っ
た
。
一
八
一
七
年
天
鐘

亡
き
後
、
そ
の
弟
の
天
生
が
ソ
ン
カ
イ
城
尹
と
な
っ
た
。
マ
レ
イ
人
の
度
び
か
さ
な
る
攻
撃
に
対
し
て
は
、
華
僑
の
軍
隊
が
組
織
さ

れ
て
い
た
。
タ
イ
人
と
華
僑
の
連
会
に
よ
り
、
天
生
は
ソ
ン
カ
イ
と
マ
レ
イ
側
の
七
城
市
を
統
治
し
た
。
さ
ら
に
、
天
生
は
同
族
以

外
に
、
他
の
宗
族
と
団
結
し
、
商
船
三
隻
を
造
っ
て
貿
易
に
も
従
事
し
た
。
一
八
四
七
年
天
生
の
あ
と
を
つ
い
だ
第
五
世
の
ソ
ソ
カ
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イ
城
尹
は
、
文
輝
の
甥
の
文
爽
で
あ
っ
た
。

　
文
爽
は
ソ
ン
カ
イ
の
都
市
建
設
以
外
に
、
臨
海
に
粟
倉
を
建
て
、
賭
場
を
設
け
、
官
船
三
隻
を
造
り
、
燕
窩
税
白
銀
一
万
五
千
元

を
も
っ
て
、
マ
レ
イ
半
島
へ
の
公
路
を
も
建
設
し
た
。

　
一
八
六
五
年
文
爽
の
あ
と
を
つ
い
だ
の
は
、
そ
の
長
子
「
乃
忖
Ｌ
で
第
六
世
ソ
ン
カ
イ
城
尹
と
な
り
、
そ
の
弟
の
「
乃
綿
」
が
つ

い
で
第
七
世
と
な
っ
た
。
第
六
世
か
ら
は
姓
名
も
タ
イ
名
を
用
い
た
。
乃
綿
の
あ
と
は
、
一
八
八
四
年
「
乃
忖
」
が
ソ
ン
カ
イ
城
尹

と
な
っ
た
。
一
八
八
四
年
「
乃
忖
」
の
あ
と
を
、
乃
綿
の
孫
の
「
乃
参
」
が
ソ
ン
カ
イ
城
伊
第
八
世
と
な
り
、
公
爵
と
な
り
、
田
地

八
、
〇
〇
〇
レ
イ
を
領
し
た
。

　
一
八
九
六
年
シ
ア
ム
が
改
め
て
省
制
を
設
け
、
ソ
ン
カ
イ
が
洛
坤
省
に
吸
収
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
乃
参
」
は
副
省
長
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
乃
参
は
後
に
一
九
〇
一
年
ソ
ン
カ
イ
政
務
大
臣
と
な
り
、
一
九
〇
四
年
死
没
し
た
。
一
七
七
五
年
か
ら
一
九
〇
四
年
に
お
よ

ぶ
ま
で
、
淳
州
人
員
氏
一
族
が
南
タ
イ
の
ソ
ン
カ
イ
を
中
心
と
し
て
支
配
し
、
そ
の
後
南
タ
イ
の
錫
・
ゴ
ム
生
産
地
帯
を
福
建
聊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

勢
力
範
囲
に
収
め
て
い
っ
た
。
華
僑
は
そ
の
こ
と
を
「
落
地
生
根
」
と
と
な
え
、
領
土
的
野
心
な
く
し
て
、
刻
苦
農
工
鉱
漁
業
等
に
従

事
し
、
同
族
や
集
団
の
生
活
向
上
を
は
か
り
、
現
地
の
住
民
、
政
府
と
善
処
し
て
発
展
を
と
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
植

民
主
義
」
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
力
説
し
、
自
己
弁
護
の
立
場
と
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

　
麟
郎
王
許
泗
津
＝
前
述
の
員
陽
と
同
様
、
南
タ
イ
に
お
け
る
福
建
精
勢
力
の
拡
大
に
指
導
的
役
割
を
果
し
た
人
物
に
、
福
建
省
淳

州
竜
渓
県
霞
写
社
出
身
の
許
泗
淳
（
1
7
9
7
ー
1
∝
7
7
）
が
い
た
。
彼
は
麟
朗
の
錫
鉱
区
の
開
発
に
力
を
尽
し
、
三
世
代
に
わ
た
っ
て
、
麟

朗
郡
伯
と
な
り
、
政
府
の
た
め
の
収
税
請
負
人
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。

　
一
八
二
二
年
ペ
ナ
ン
を
へ
て
渡
来
し
、
ま
ず
海
上
商
人
と
し
て
南
タ
イ
と
ペ
ナ
ン
間
の
帆
船
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
が
、
麟
朗
の
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錫
産
に
富
む
こ
と
に
着
眼
し
て
、
麟
朗
方
面
の
収
税
請
負
人
の
地
位
の
入
札
に
誰
誰
な
資
本
を
も
っ
て
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
収
税
業
務
は
、
大
別
す
れ
ば
日
出
境
錫
税
、
�
ァ
ヘ
ン
税
、
目
酒
税
、
糾
賭
税
、
㈲
三
％
の
入
境
商
品
税
で
あ
っ
た
。
地
方
官

吏
と
税
吏
を
兼
任
し
て
漸
次
週
辺
の
各
地
へ
も
進
出
し
、
収
税
請
負
の
収
益
の
上
昇
と
と
も
に
、
ペ
ナ
ン
に
「
高
原
公
司
」
を
開
設

し
て
、
同
地
で
広
く
苦
力
労
働
者
を
募
集
し
て
タ
イ
に
入
境
せ
し
め
た
。

　
錫
鉱
の
開
発
の
有
利
な
こ
と
と
、
苦
力
労
働
者
の
煙
酒
等
の
消
費
面
か
ら
の
収
税
に
も
有
効
で
あ
っ
て
、
そ
の
苦
汗
を
前
貸
し
等

に
ょ
っ
て
容
赦
な
く
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
僑
資
本
の
原
始
的
蓄
積
と
し
て
の
「
公
司
資
本
」
の
形
成
に
役
立
た
さ
し
め

た
。
公
司
＝
}
{
･
g
g
器
は
会
社
を
も
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
収
税
請
負
の
苦
カ
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
首
領
と
す
る
集
団
を
指
称
し
、
無

政
府
的
な
封
建
主
義
の
時
代
か
ら
法
的
秩
序
の
確
立
し
た
行
政
機
構
の
成
立
を
み
る
に
い
た
る
ま
で
の
時
期
の
所
産
と
も
み
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
華
僑
資
本
蓄
積
の
初
期
の
形
態
は
、
フ
ァ
ー
ム
＝
収
税
請
負
に
よ
る
「
公
司
資
本
」
の
形
成
に
あ
っ
た
と
い
っ
て

差
支
え
な
い
。
そ
の
著
名
な
も
の
に
は
、
ペ
ナ
ン
の
苦
カ
ブ
ロ
ー
カ
ー
邱
天
徳
（
淳
州
海
澄
県
出
身
）
の
組
織
し
て
い
た
邱
氏
公
司

、
ペ
ラ
州
の
錫
鉱
労
働
者
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
フ
ァ
ー
マ
ー
で
も
あ
っ
た
頭
家
陸
佑
（
広
東
省
新
会
県
出
身
）
の
そ
れ
の
義
興
公
司
、
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
錫
鉱
業
者
の
甲
必
丹
葉
亜
来
（
恵
州
客
家
）
の
組
織
し
て
い
た
葉
氏
公
司
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
許
泗
淳
は
、
Ｔ
八
五
四
年
に
は
朗
州
伯
と
な
り
、
一
八
六
二
年
に
は
麟
郎
郡
大
郡
候
に
封
ぜ
ら
れ
、
バ
ン
コ
ッ
ク
王
朝
の
ラ
マ
三

世
か
ら
五
世
ま
で
の
官
吏
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
た
。

　
許
涸
淳
の
あ
と
を
つ
い
だ
の
は
、
第
六
千
の
「
心
美
」
（
1
∝
5
7
ｌ
1
9
1
3
）
で
あ
っ
て
、
錫
鉱
業
以
外
に
公
路
建
設
、
第
二
の
ペ
ナ
ン

と
し
て
の
普
吉
の
都
市
建
設
に
つ
と
め
る
ほ
か
、
マ
レ
イ
シ
ァ
か
ら
ゴ
ム
樹
を
移
植
し
て
南
タ
イ
の
荒
地
に
ゴ
ム
園
を
開
拓
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
父
と
同
様
バ
ン
コ
ッ
ク
王
朝
の
官
吏
と
な
っ
て
、
普
吉
総
督
に
任
ぜ
ら
れ
、
董
里
の
収
税
請
負
人
の
地
位
も
う
け
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（
2
5
）

つ
い
で
い
た
。

　
南
タ
イ
に
お
け
る
前
述
の
よ
う
な
呉
氏
、
許
氏
の
経
済
開
発
は
、
今
日
タ
イ
国
に
お
け
る
三
十
万
人
見
当
の
福
建
人
の
大
半
が
バ

ン
コ
ッ
ク
よ
り
も
、
南
タ
イ
の
ゴ
ム
・
錫
鉱
業
へ
と
集
申
せ
し
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
福
建
系
先
駆
者
達
が
、
官
府
側
に
協
力
し
て
、
呉
氏
の
場
合
に
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
五
代
目
か
ら
は
タ
イ
名
を
呼
称
し
、
一
応
タ
イ
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
冠
婚
葬
祭
等

の
風
俗
習
慣
に
つ
い
て
は
中
国
式
を
き
び
し
く
保
守
し
、
ペ
ナ
ン
に
赴
け
ば
華
人
と
し
て
行
動
す
る
二
重
性
も
み
ら
れ
る
。

　
だ
が
、
他
面
呉
氏
の
場
合
、
五
代
目
の
文
爽
ま
で
は
同
姓
不
婚
が
厳
守
さ
れ
て
い
た
が
、
六
世
代
を
重
ね
て
か
ら
は
、
同
姓
婚
も

み
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
葬
礼
に
関
し
て
も
、
風
水
に
し
た
が
っ
て
、
土
葬
し
た
の
は
二
代
目
ま
で
で
あ
っ
て
、
三
代
目
の
天

鐘
か
ら
は
、
タ
イ
の
風
習
に
し
た
が
っ
て
、
火
葬
と
し
、
そ
の
後
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
建
築
は
完
全
に
中
国
様
式
を
踏
襲
し

て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
タ
イ
化
の
実
態
把
握
は
混
血
児
＝
印
n
o
l
､
{
が
a
r
o
吋
L
u
k
訃
{
n
の
問
題
も
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
困
難
で
は
あ
る
が
、
華
僑
の
文

化
的
態
度
が
、
本
国
へ
か
、
現
地
へ
か
何
れ
に
重
点
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
福
建
系
の
う
ち
に
は
、
タ
イ
国
政
府
要
人
を
輩
出
し
、
会
館
の
筆
頭
名
誉
理
事
長
パ
ヤ
マ
ン
ラ
セ
ー
ウ
エ
イ
が

国
会
議
員
で
あ
る
ほ
か
、
故
人
と
な
っ
た
軍
政
元
老
の
「
披
耶
拍
鳳
」
、
警
視
総
監
の
「
陳
如
右
」
と
「
蘇
天
雷
」
、
会
館
名
誉
理
事

長
「
蘇
廷
芳
」
の
叔
父
「
蘇
志
後
」
が
ラ
マ
王
世
の
秘
書
で
あ
っ
た
こ
と
等
、
官
府
層
、
軍
人
層
へ
の
進
出
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
前
述
の
呉
氏
・
許
氏
の
タ
イ
国
に
お
け
る
処
世
方
法
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
も
み
ら
れ
る
。
福
建
系
資
本
の
出
自
は
海
上
商
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

で
あ
る
が
、
現
地
に
居
住
定
着
す
る
と
と
も
に
、
前
述
の
変
異
的
な
植
民
主
義
と
も
み
る
べ
き
「
落
他
生
根
」
主
義
で
、
現
地
政
府
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と
対
立
す
る
こ
と
な
く
、
多
角
的
な
国
内
開
発
と
上
位
の
官
府
・
軍
人
層
へ
も
進
出
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
て
い
る
。

　
タ
イ
国
に
お
け
る
福
建
偕
は
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
、
潮
州
帑
に
お
さ
れ
て
い
る
が
、
南
タ
イ
で
は
、
落
地
生
根
そ
の
も
の
で
深
く
根

を
お
ろ
し
、
隣
接
の
マ
レ
イ
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
福
建
偕
支
配
の
諸
開
港
都
市
と
緊
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
も
ち
、
総
体
的
に
観
察
す
れ
ば
、
潮
州
愕
の
地
位
は
か
え
っ
て
福
建
帑
の
下
位
に
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
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